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あ
り
方
研
が
現
地
視
察

議
会
の
あ
り
方
研
究
会
（
座
長

�
中
邨
章
・
明
治
大
学
名
誉
教

授
）
は
１１
月
１２
日
に
大
分
市
議
会
、

１３
日
に
諫
早
市
議
会
で
現
地
視
察

を
行
っ
た
。

視
察
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
２７

年
６
月
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
「
議
会
の
あ

り
方
に
関
す
る
報
告
書
」
に
反
映

さ
れ
る
。大大

分分
市市
議議
会会

佐
藤
祐
文
・
全
国
市
議
会
議
長

会
会
長
（
横
浜
市
議
会
議
長
）
の

挨
拶
、
中
邨
座
長
の
挨
拶
の
後
、

板
倉
永
紀
・
大
分
市
議
会
議
長
か

ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

調
査
項
目
説
明
で
は
、
「
議
員

政
策
研
究
会
等
の
議
会
改
革
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、
足
立
義
弘

・
大
分
市
議
会
活
性
化
推
進
会
議

会
長
、
仲
道
俊
寿
・
議
会
運
営
委

員
長
、
野
尻
哲
雄
・
大
分
市
議
会

議
員
政
策
研
究
会
推
進
チ
ー
ム
座

長
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。

諫諫
早早
市市
議議
会会

佐
藤
会
長
の
挨
拶
、
中
邨
座
長

の
挨
拶
の
後
、
宮
本
明
雄
・
諫
早

市
長
の
挨
拶
、
村
川
喜
信
・
諫
早

市
議
会
議
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

調
査
項
目
説
明
で
は
、
「
議
会

基
本
条
例
の
検
証
等
の
議
会
改
革

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
松
岡

眞
弓
・
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
説

明
を
受
け
た
後
、
質
疑
応
答
を
行

っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
村
川
議

長
、
藤
田
敏
夫
・
副
議
長
か
ら
も

回
答
が
あ
っ
た
。

地
方
創
生
担
当
大
臣
と

地
方
六
団
体
が
意
見
交
換

第
２
回
地
方
創
生
担
当
大
臣
と

地
方
六
団
体
の
意
見
交
換
会
が
１１

月
１２
日
、
東
京
・
内
閣
府
で
開
か

れ
た
。
本
会
か
ら
は
、
大
見
芳
・

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す

る
特
別
委
員
長
（
浜
松
市
議
会
議

長
）
が
出
席
し
、
石
破
茂
・
地
方

創
生
担
当
大
臣
、
平
将
明
・
内
閣

府
副
大
臣
、
小
泉
進
次
郎
・
内
閣

府
大
臣
政
務
官
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

は
じ
め
に
、
石
破
大
臣
か
ら「
地

方
の
利
益
と
国
の
利
益
は
相
反
し

な
い
の
で
、
と
も
に
考
え
、
仕
組

み
を
変
え
る
。
一
朝
一
夕
に
は
で

き
な
い
が
、
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
挨
拶
が
あ
っ

た
。続

い
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表

し
、
山
田
啓
二
・
全
国
知
事
会
長

（
京
都
府
知
事
）
か
ら
「
地
方
創

生
に
対
す
る
地
方
の
期
待
は
大
き

い
。
地
方
創
生
の
意
図
を
国
民
に

明
確
に
伝
え
る
予
算
作
成
の
必
要

が
あ
る
」
な
ど
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
で
は
、
大

見
委
員
長
か
ら
包
括
的
な
交
付
金

を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
た
。

意
見
交
換
会
に
当
た
り
、
地
方

六
団
体
は
「
地
方
創
生
の
推
進
に

向
け
て
」
（
２
面
に
掲
載
）
と
題

す
る
資
料
を
提
出
し
て
い
る
。

※
大
見
委
員
長
発
言
要
旨

先
般
、
本
会
で
決
議
し
た
が
、

地
方
の
創
意
工
夫
を
最
大
限
に
活

か
す
観
点
か
ら
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
資
金
を
効
果
的
に
活
用
で

き
る
包
括
的
な
交
付
金
を
大
胆
な

規
模
で
設
け
る
と
と
も
に
、
地
方

創
生
・
人
口
減
少
の
克
服
の
た
め

の
歳
出
を
地
方
財
政
計
画
に
計
上

し
、
地
方
交
付
税
を
充
実
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
と
も
、
地
方
の
意

見
の
反
映
に
努
め
、
地
方
創
生
を

推
進
す
る
上
で
支
障
と
な
る
法
令

や
制
度
等
に
つ
い
て
柔
軟
に
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1923号１１月２５日平成26年
（2014年）

地方創生担当大臣と地方六団体の意見交換会

大分市
諫早市左から野尻座長、仲道委員長、

板倉議長、足立会長

左から藤田副議長、宮本市長、
村川議長、松岡委員長

挨
拶
す
る
中
邨
座
長

挨
拶
す
る
佐
藤
会
長

（１） 平成２６年１１月２５日 第１９２３号
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地方創生の推進に向けて

平成２６年１１月１２日

地 方 六 団 体

政府は、まち・ひと・しごと創生本部を中心に、人口減少の克服と

地方創生のため、現在、「長期ビジョン」及び「総合戦略」の骨子を

示し、年内の策定に向けた検討を進めている。

我々地方は、かねてより地域の実情に応じ、人口減少の克服と地方

創生に向けて取り組んできたところであるが、今後、まち・ひと・し

ごと創生法の成立を受けて、「地方人口ビジョン」及び「地方版総合

戦略」の策定を進め、さらに全力でこの問題解決に取り組む覚悟であ

る。その際、個々の自治体や一地方だけでは解決できない構造的な問

題があることから、社会資本整備など公平な条件を整えた上で、国と

地方、地方同士が役割分担と連携をして立ち向かっていくことが肝要

である。

国においては、地方が真に実効性を伴った個性あふれる人口減少対

策と地方創生が推進できるよう、その環境づくりと国にしかできない

我が国の抱える構造的問題の抜本的改革に取り組むことを期待する。

また、今後の「長期ビジョン」と「総合戦略」の策定に向けて、次

の点に留意いただくとともに、地方創生元年にふさわしい対策を平成

２７年度予算、税制改正等において講じていただきたい。

ビジョンの明確な提示と構造的問題に向けた取組

○ 人口減少の克服と地方創生を実現するためには、地域間格差を是

正し、全ての地方が自主性・主体性を発揮できる基盤づくりが不可

欠であり、国は人口減少の克服と地方創生に向けた全体像をまず明

確に示した上で、東京圏の一極集中の是正など我が国の抱える構造

的問題の抜本的な改革に真正面から取り組むこと。

少子化対策の抜本的な強化等

○ 「「長期ビジョン」骨子（案）」において、将来にわたって「活

力ある日本社会」を維持するため、人口減少に歯止めをかけ５０年後

１億人程度の人口を確保する方向が示されている。今が人口減少を

克服するラストチャンスと捉え、少子化対策を国家的課題と位置付

けて、国と地方が総力を挙げて抜本強化に直ちに取り組むという認

識の下、目標実現のために大胆な政策を実施すること。

たゆみなき地方分権の実現と大胆な法令・制度等の見直し

○ 人口減少社会においては、地方の自立なくして持続可能な社会は

実現しないことから、一層の地方分権を進める必要がある。「総合

戦略」に、農地の確保とまちづくりを地方が主体となって進めるた

めの農地転用許可権限の市町村への移譲をはじめとする地方分権改

革や規制改革等の地方創生に資する具体的取組を盛り込み、実現を

図ること。

○ また、人口減少対策等に資する税制措置については、地方への人

の流れをつくる制度、子どもが多いほど有利になる制度、子育て等

に伴う経済的負担の軽減に資する制度の創設など、これまでにない

新たな仕組みを幅広く検討すること。

特に、�東京圏から地方へ本社等の移転等を行う企業に対する税
制優遇措置、�新たな結婚資金や子育て資金を対象とした恒久的な
贈与税の非課税制度等について、平成２７年度税制改正において実現

する方向で検討すること。

地方が自立して人口減少対策・地方創生を実現できる財源の確保

○ 地方団体が全力で人口減少対策・地方創生に取り組むためには、

安定した財源の確保が必要不可欠である。平成２７年度において安定

的な財政運営に必要となる地方の一般財源総額を確保すること。

○ 地方では、人口減少対策や地方創生のための施策を地域の実情に

応じて、かつ速やかに実行するため平成２７年度予算編成に向けて地

方の創意工夫を最大限に活かす観点から、各省の細かい補助金の寄

せ集めではなく、地方が自立して資金を効果的に活用できる包括的

な交付金「まち・ひと・しごと創生推進交付金（仮称）」等を平成

２７年度から継続的に大胆な規模で設けること。

○ 上記に加え、地域の実情に応じたきめ細かな施策を可能とする観

点から、人口減少の克服・地方創生のための地方政策を拡充・強化

する歳出を地方財政計画に計上し、地方交付税を充実すること。

地方意見の反映

○ 今後、政策パッケージの具体案を盛り込むにあたっては、地方と

の意見交換を踏まえて、地方の提案を反映させること。

意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
掲
載

こ
の
ほ
ど
、
平
成
２６
年
８
月
か

ら
１０
月
に
全
国
の
市
議
会
に
お
い

て
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う

ち
、※

本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数

を
取
り
ま
と
め
た
（
集
計
結
果
は

３
面
に
掲
載
）
。
件
数
は
１
３
０

８
件

と

な

り
、
５
月

か

ら
７
月

（
前
回
集
計
時
�
本
紙
１
９
１
３

号
に
掲
載
。
な
お
、
１
月
か
ら
４
月

ま
で
の
件
数
を
取
り
ま
と
め
た
前

々
回
集
計
結
果
は
本
紙
１
９
０
６

号
に
掲
載
）
よ
り
も
、
８６
件
多
か

っ
た
。
以
下
、
件
数
が
多
い
意
見

書
・
決
議
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
議
会
か
ら
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ

ー
ジ
意
見
書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス
に

情
報
入
力
ま
た
は
郵
便
で
送
付
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
な
り
ま

す
。
入
力
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

本
会
旬
報
担
当
者
（
�
０
３
・
３

２
６
２
・
２
３
０
９
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手手
話話
言言
語語
法法
のの
制制
定定

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
が
「
手
話
言
語
法
の
制

定
」
で
１
８
９
件
。
前
回
集
計
時

（
１
９
２
件
）
に
引
き
続
き
、
最

多
だ
っ
た
。
全
て
の
意
見
書
で
、

「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
を
制
定

す
る
」
よ
う
求
め
て
い
る
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
対
策
に
つ
い
て

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
対
策
に
つ
い

て
」
は
、
９９
件
だ
っ
た
。
こ
の
う

ち
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
根
絶
に
向

け
た
総
合
的
な
対
策
の
強
化
」
は

９１
件
だ
っ
た
。

内
容
は
�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
を
含
む
国
内
外
の
販
売
・
流
通

等
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
危
険

ド
ラ
ッ
グ
使
用
と
健
康
被
害
と
の

因
果
関
係
に
関
す
る
調
査
研
究
の

推
進
並
び
に
人
員
確
保
を
含
め
た

取
締
体
制
の
充
実
強
化
�
簡
易
に

鑑
定
可
能
な
技
術
の
開
発
を
は
じ

め
、
鑑
定
時
間
短
縮
に
向
け
た
研

究
の
推
進
及
び
指
定
薬
物
の
認
定

手
続
き
の
迅
速
化
�
薬
物
乱
用
や

再
使
用
防
止
の
た
め
、
危
険
ド
ラ

ッ
グ
の
危
険
性
の
周
知
及
び
学
校

等
で
の
薬
物
教
育
の
強
化
並
び
に

相
談
体
制
・
治
療
体
制
の
充
実
―

の
３
点
を
求
め
る
も
の
が
大
多
数

だ
っ
た
。

軽軽
度度
外外
傷傷
性性
脳脳
損損
傷傷
にに
係係
るる

周周
知知
及及
びび
適適
切切
なな
労労
災災
認認
定定

にに
向向
けけ
たた
取取
りり
組組
みみ
のの
推推
進進

「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
係
る

周
知
及
び
適
切
な
労
災
認
定
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進
」
に
つ
い

て
は
、
前
回
集
計
時
に
１９
件
だ
っ

た
が
、
今
回
は
９１
件
と
な
っ
た
。

全
て
の
意
見
書
が
、
国
民
、
教
育

機
関
等
へ
の
周
知
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
約
半
数
が
「
画
像
所
見

が
認
め
ら
れ
な
い
高
次
脳
機
能
障

害
の
労
災
認
定
に
当
た
っ
て
は
、

厚
生
労
働
省
に
報
告
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
、
事
例
の
集
中
的

検
討
を
進
め
、
医
学
的
知
見
に
基

づ
き
、
適
切
に
認
定
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

【
３
面
へ
続
く
】

議会

８月～１０月
可決分

第１９２３号 平成２６年１１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
２
面
か
ら
続
く
】

と
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
�
業
務
上
の
災
害
ま

た
は
通
勤
災
害
に
よ
り
軽
度
外
傷

性
脳
損
傷
と
な
り
、
後
遺
障
害
が

残
存
し
た
労
働
者
を
、
労
災
の
障

害
（
補
償
）
年
金
が
受
給
で
き
る

よ
う
、
労
災
認
定
基
準
を
改
正
�

労
災
認
定
基
準
の
改
正
に
当
た
っ

て
は
、
他
覚
的
・
体
系
的
な
神
経

学
的
検
査
法
な
ど
、
画
像
に
代
わ

る
外
傷
性
脳
損
傷
の
判
定
方
法
を

導
入
―
す
る
こ
と
な
ど
労
災
認
定

基
準
改
正
ま
で
言
及
す
る
も
の
も

半
数
近
く
あ
っ
た
。

ウウ
イイ
ルル
スス
性性
肝肝
炎炎
患患
者者
にに
対対

すす
るる
医医
療療
費費
助助
成成
のの
拡拡
充充

前
々
回
集
計
時
に
６９
件
で
最
多

で
あ
り
、
前
回
集
計
時
に
８９
件
で

３
番
目
に
多
か
っ
た
「
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
拡
充
」
に
つ
い
て
は
、
今
回

は
７０
件
で
４
番
目
に
多
か
っ
た
。

内
容
は
、
前
回
と
同
じ
だ
っ
た

た
め
、
本
紙
１
９
１
３
号
を
参
照

さ
れ
た
い
。

産産
後後
ケケ
アア
体体
制制
のの
支支
援援
強強
化化

「
産
後
ケ
ア
体
制
の
支
援
強

化
」
に
つ
い
て
は
、
前
回
集
計
時

は
０
件
だ
っ
た
が
、
今
回
は
６０
件

と
な
っ
た
。

内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
意

見
書
が
�
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援

モ
デ
ル
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る

こ
と
。
そ
の
上
で
、
本
事
業
の
成

果
を
速
や
か
に
検
証
し
、
全
国
の

自
治
体
で
円
滑
に
産
前
・
産
後
の

支
援
、
特
に
産
後
ケ
ア
を
提
供
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
�
モ

デ
ル
事
業
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
産
後
ケ

ア
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
、
利
用
者
負
担
軽
減
策
を
同
時

に
実
施
す
る
こ
と
�
単
な
る
家
事

支
援
で
は
な
く
、
出
産
後
の
母
子

の
心
と
体
の
適
切
な
ケ
ア
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
産
後
ケ
ア
を
担
う

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
を

行
う
こ
と
―
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

奨奨
学学
金金
制制
度度
のの
充充
実実

「
奨
学
金
制
度
の
充
実
」
に
つ

い
て
は
、
大
多
数
の
意
見
書
が
�

高
校
生
を
対
象
と
し
た
給
付
型
奨

学
金
制
度
は
拡
充
を
行
い
、
大
学

生
な
ど
を
対
象
と
し
た
給
付
型
奨

学
金
制
度
を
早
期
に
創
設
す
る
こ

と
�
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
収
入
が
一
定
額

を
超
え
た
場
合
に
、
所
得
額
に
応

じ
た
返
還
額
を
、
課
税
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
て
返
還
が
で
き
る
所
得
連

動
返
還
型
の
奨
学
金
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
�
授
業
料
減
免
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
無
利
子
奨
学
金

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
�

海
外
留
学
を
希
望
す
る
若
者
へ
の

経
済
的
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

官
民
が
協
力
し
た
海
外
留
学
支
援

を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
―
と
し

て
い
る
。
な
お
、
全
て
の
意
見
書

で
給
付
型
奨
学
金
制
度
創
設
を
求

め
て
い
る
。

各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
意
見
書
・
決
議
ボ
ッ

ク
ス
に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・

決
議
（
平
成
１６
年
以
降
の
も

の
）
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
メ
ン
バ
ー
画
面
か
ら
検
索

し
、
閲
覧
で
き
る
。
な
お
、
メ

ン
バ
ー
画
面
及
び
検
索
画
面
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
る
。

Ｉ
Ｄ
等
に
つ
い
て
は
、
２５
年
６

月
２８
日
付
け
「（
全
議
Ｍ
１
第
１３

号
）
意
見
書
・
決
議
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー

ド
の
通
知
に
つ
い
て
」
で
各
議

会
事
務
局
に
通
知
し
て
い
る
。

▼
議
長

▽
裾
野

二
見
榮
一
（
１０
・
２０
）

▽
宇
土

村
田
宣
雄
（
１０
・
２１
）

▽
三
田

前
中
敏
弘
（
１０
・
２３
）

▽
東
近
江

加
藤
正
明
（
１０
・
２８
）

▽
御
所

丸
山
和
豪
（
１０
・
２９
）

▽
高
梁

倉
野
嗣
雄
（
１０
・
２９
）

▼
副
議
長

▽
裾
野

勝
又

明
（
１０
・
２０
）

▽
宇
土

中
口
俊
宏
（
１０
・
２１
）

▽
三
田

田
中
一
良
（
１０
・
２３
）

▽
養
父

藤
原
敏
憲
（
１０
・
２７
）

▽
柳
川

河
村
好
浩
（
１０
・
２７
）

▽
東
近
江

村
田
せ
つ
子
（
１０
・
２８
）

▽
御
所

南

満
（
１０
・
２９
）

▽
高
梁

川
上
博
司
（
１０
・
２９
）

８月から１０月に可決した意見書・決議の議決状況

決 議

○手話言語法の制定 １８９ ―

○危険ドラッグ対策について ９９ ―
・危険ドラッグの根絶に向けた総 ９１ ―
合的な対策の強化

○軽度外傷性脳損傷に係る周知及び ９１ ―
適切な労災認定に向けた取り組み
の推進

○ウイルス性肝炎患者に対する医療 ７０ ―
費助成の拡充

○産後ケア体制の支援強化 ６０ ―

○奨学金制度の充実 ６０ ―

○義務教育費国庫負担制度の堅持、 ５６ ―
拡充、負担割合の復元

○私学助成の拡充 ４１ ―

○緊急の過剰米処理、米価下落に対 ４０ ―
する緊急対策

○農業・農協改革について（自己改 ３６ ―
革の尊重ほか）

○「地震防災対策強化地域における ３１ ―
地震対策緊急整備事業に係る国の
財政上の特別措置に関する法律」
の延長

○地方財政の充実・強化 ３１ ―

○林業について（林業・木材産業の ２７ ―
成長産業化に向けた施策の充実・
強化、森林整備加速化・林業再生
事業の継続など）

○２７年度予算（介護・子供）の充実 ２４ ―
・強化

○魅力ある地方都市の構築へ向けた ２４ ―
施策の推進

○地方税財源の拡充 ２２ ―

○労働者保護、雇用の安定 ２２ ―

○教育予算の拡充 ２１ ―

○その他 ３１９ ４５

【総合計】 【１２６３】 【４５】

意見書件 名

議議
会会
人人
事事

※意見書・決議は、平成２６年８月１日から１０月３１日までに可決され、１１月１１日
までに各市議会から任意に本会ホームページの意見書・決議ボックスに入
力、または本会に郵送された件数を集計

※意見書・決議の件数が多い順に掲載

（３） 平成２６年１１月２５日 第１９２３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



自自
治治
体体
病病
院院
議議
員員
連連
盟盟
総総
会会
がが
開開
催催

自
治
体
病
院
議
員
連
盟
（
会
長

�
細
田
博
之
・
衆
議
院
議
員
）
の

総
会
が
１１
月
１３
日
、
東
京
・
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
小

野
泰
弘
・
全
国
自
治
体
病
院
経
営

都
市
議
会
協
議
会
副
会
長
（
磐
田

市
議
会
議
長
）
が
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
細
田
会
長
か
ら

「
地
方
創
生
の
中
、
医
療
関
係
も

含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
自
治

体
病
院
関
係
の
皆
さ
ま
方
か
ら
、

ご
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

関
係
団
体
か
ら
の
要
望
聴
取
で

は
、
西
川
一
誠
・
全
国
自
治
体
病

院
開
設
者
協
議
会
会
長
（
福
井
県

知
事
）
、
小
野
副
会
長
、
邉
見
公

雄
・
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
会

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
し
た
。

小
野
副
会
長
は
�
財
政
措
置
の

充
実
・
強
化
�
医
師
不
足
・
偏
在

対
策
�
新
た
な
公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
―
の
３
点
に

絞
っ
て
要
望
し
た
。

そ
の
後
、
各
団
体
か
ら
の
要
望

に
対
し
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
か
ら
現
状
説
明
、
回

答
な
ど
が
あ
っ
た
。

※
小
野
副
会
長
要
望
要
旨

１
点
目
。
地
域
医
療
の
中
核
を

担
う
自
治
体
病
院
の
経
営
安
定
の

た
め
に
は
、
特
に
、
へ
き
地
医
療
、

高
度
・
特
殊
医
療
、
周
産
期
医

療
、
小
児
医
療
、
救
急
医
療
な
ど

に
対
す
る
地
方
交
付
税
措
置
等
の

さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
や
、
医
師

の
処
遇
改
善
、
医
療
従
事
者
等
の

必
要
人
員
確
保
と
養
成
の
た
め
の

財
政
措
置
の
充
実
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

２
点
目
。
地
域
医
療
に
従
事
す

る
医
師
の
絶
対
数
の
確
保
、
地
域

や
診
療
科
の
偏
在
解
消
の
た
め
、

医
学
部
定
員
の
さ
ら
な
る
拡
大
、

地
域
医
療
へ
の
従
事
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
診
療
科
ご
と
に
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
医
師
育
成
方
策
の
確
立

な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を
緊
急
に

講
じ
る
こ
と
。

３
点
目
。
新
た
な
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
当
た

り
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
体
制

強
化
を
図
る
自
治
体
病
院
の
取
り

組
み
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

「
地
方
議
会
活
性
化
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
」

（
主
催
�
総
務
省
、
共
催

�
議
会
三
団
体
）
を
１１
月

１０
日
、
東
京
・
グ
ラ
ン
ド

ア
ー
ク
半
蔵
門
で
開
催

し
、
佐
藤
祐
文
・
本
会
会

長
（
横
浜
市
議
会
議
長
）

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出

席
し
た
。

二
之
湯
智
・
総
務
副
大

臣
の
開
会
挨
拶
の
後
、
西

尾
勝
・
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
理
事
長

が
「
地
方
議
会
の
改
革
課
題
」
と

題
す
る
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
地
方
自
治
体
の
政
策
形
成
に
果

た
す
べ
き
地
方
議
会
の
役
割
」
と

題
し
、
城
本
勝
・
日
本
放
送
協
会

解
説
副
委
員
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
迎
え
、
大
橋
真
由
美
・
成

城
大
学
法
学
部
法
律
学
科
教
授
、

大
屋
雄
裕
・
名
古
屋
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
教
授
、
大
山
礼
子
・

駒
澤
大
学
法
学
部
長
、
佐
藤
会

長
、
多
賀
久
雄
・
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
副
会
長
（
京
都
府
議

会
議
長
）
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
、
議
論
を
行
っ
た
。

佐
藤
会
長
は
、
大
津
市
議
会
に

お
け
る
専
門
的
知
見
の
活
用
事
例

と
伊
賀
市
議
会
に
お
け
る
議
会
報

告
会
、
横
浜
市
議
会
に
お
け
る
児

童
向
け
議
会
教
材
の
概
要
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
、
「
全
国
の
市
議

会
は
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
議
会
が
創
意
工
夫
し
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
」
と
述
べ
た
。

地
方
議
会
活
性
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

高
速
協
が
役
員
会
を
開
催

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
滝
口
敏
夫
・
木
更

津
市
議
会
議
長
）
は
１１
月
１１
日
、

高
松
市
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
滝
口
会
長
の
挨
拶

の
後
、
中
村
順
一
・
高
松
市
議
会

議
長
が
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
事
務
報
告
を
了
承
し

た
後
、
協
議
に
入
り
、
平
成
２７
年

度
政
府
予
算
に
対
す
る
要
望
活
動

に
つ
い
て
了
承
し
、
今
後
の
会
議

・
要
望
活
動
日
程
を
原
案
の
通
り

決
定
し
た
。

シンポジウムの模様

高速協会長
滝口敏夫（木更津市）

佐
藤
会
長

要
望
す
る
小
野
副
会
長

挨
拶
す
る
細
田
議
員
連
盟
会
長
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